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プロジェクト概況

【全体スケジュール】
（１）審判基盤（DB部分）：詳細設計工程（①情報提供向け）

詳細設計工程（②刷新審判向け）
（２）刷新審判（AP部分）： 詳細設計工程（当初スケジュールから基本設計が遅延したため、

リカバリプランに基づきプロジェクトを推進）
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1. 審判基盤、刷新審判ともにスケジュールに沿ってプロジェクトを推進中。特に、刷新審判の詳細
設計工程について、これまでのところ、各マイルストン（個別設計開始、システムスルー検証開
始、アーキ監査開始）を達成できている状況。

2. 刷新審判において、基本設計工程にて課題となった進捗管理や体制について、詳細設計工程計画
時に対策を講じた結果、改善が見られている。

3. 刷新審判において、今後も、継続的に改善していくことが重要。現在、進捗管理における定量評
価の改善について、次工程に向けて準備を進めている。

4. 審判基盤、刷新審判ともに、移行設計、結合試験や総合試験等、庁側の関与が重要となる工程が
続く。ベンダと密に連携し、一体感を持ってプロジェクトを進めていく。

プロジェクト概況


